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学校長　様
生徒会担当者　様

会員各位
教育史研究会　
会長　中村富貴子

教育史研究会全県研究会
（教育科学研究会・長野３月例会と共催）のご案内

　寒い日が続きますが皆様におかれましては、ますますご清栄のことと拝察いたします。日頃より当研究会の活動にご理解とご協力をたまわり、改めて感謝申し上げます。
さて、教育史研究会では教育科学研究会と共催で全県研究会を開催いたします。「地域づくり」、「学校づくり」は相互に密接な関連を持つ大きな課題です。
下記の通り、県内外から先進的な実践を展開されている講師をお招きしました。どうぞ万障お繰りあわせて御参集いただきますようお願い致します。

１　研究テーマ

　　「地域・労働・教育の「現在地」を考える」
２　日時　会場
３月９日（土）　　午後１時～　　於　長野市高校会館
３　内容
報告Ⅰ：　「地域連携キャリア教育とＵターン就労」
　　講師　奥田純子氏（北陸大学助教）　

　　　　～京大、北大（院）を卒業後民間企業勤務、礼文島生活の後白馬高校の村営

　　　「しろうま學舎」塾長を経て18年4月より現職。異色にして気鋭の若手研究者。

報告Ⅱ：　「じょうぶな頭とかしこい体をめざして、生徒も私自身も」
　　　講師　内山由香里氏（岡谷南高校教諭）　　　

　　　　～辰野高校三者協議会、辰高フォーラム、朝読書、福祉保育系進学コース、
　　　　　英語多読に関わり。岡谷南では放送部顧問、進路指導主任等々「全身教師」による教員生活中間総括。

　　■研究会終了後、懇親会を行ないます。ふるってご参加下さい。
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